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英語 

出題の意図 

 

 

大学院入学後、専門分野の英語論文を読むための基本的な準備ができているかを見ること

を目的としています。具体的には、 

１）やや複雑な構文を正しく読み解き、情報を正しく理解できるか、 

２）辞書を使って、文脈にあった意味選択ができるか、 

３）1文 1文を訳し出すだけでなく、文章全体の要点、つながりを的確にとらえることがで

きるか 

を見ます。 
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英語 

解答例 

 

 

（問１） 

クローン病を患っている過体重の患者が、1 日 16 時間の断食を行い、残りの 8 時間で通常

の食事を摂取した場合の経過を調査する研究  

 

 

（問２） 

(A) 私たちは、決められた時間内に（1日のうちの 8時間以内に）制限した食事が症状を改

善し、臓器のまわりの脂肪である内臓脂肪を減らし、炎症を抑え、より健康な腸内環境をサ

ポートできるかどうかに興味がありました。  

 

(D) 重要なことは、これらの変化がいかなる食事の変更もなしに起こった点である。唯一変

更した点は、いつ食事をするかであった。  

 

 

（問３） 

クローン病はしばしば内臓脂肪の過剰による合併症を伴い、それが炎症の悪化、生物学的療

法への反応の低下、手術の合併症の発生率上昇につながること  

 

 

（問４） 

断続的な断食を行った参加者は、BMI に有意な低下が見られたが、断食をしなかった参加

者の BMI は維持、または増加した。両グループは同じ量のカロリー、類似した食品を摂取

していたのにこれらの変化が生じた。また、断食した参加者は症状の軽減も報告した。具体

的には、排便回数も 40％減少し、腹部の不快感も 50％軽減した。  

 

（問５） 

(1)  a form of inflammatory bowel disease 

(2)  fat around the organs            

 

 


